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大阪大学「中国文化コロキアム」 

 

■2010 年 3 月 13 日，4 月開講予定の大学院高度副プログラム「現代中国研究」のプレイベントとして

「中国文化コロキアム」を開催。 

【場所】大阪大学／吹田キャンパス 人間科学部本館 3 階 32 号教室 

【時間】13:00～18:20 

【報告】（発表 25 分、討論 15 分） 

1:15 あいさつ 

 

第 1 セッション 

1:20 根岸智代（言語社会研究科 D） 

「日中戦争直前の中国の対日言論と第 6 回 IPR（太平洋国際問題調査会）会議」 

 

2:00 華原月薇（言語文化研究科 M1） 

「在日華人作家陳舜臣―中国文化の伝達と日中交流にかける信念」 

 

2:40 下川床和真（人間科学研究科 M1） 

「中国系マレーシア人のゲイと父系的系譜」 

 

第 2 セッション 

3:30 渡邉美湖（東京大学大学院新領域創成科学研究科） 

「中国における国連機関間の援助協調について―ＨＩＶエイズ対策を事例として」 

4:10 姉崎正治（人間科学研究科 M2） 

「金属製錬に起因する汚染土壌の無害化、復元に関する研究―日本、中南米、中国におけるサスティナ

ビリティ学の実践的展開」 

 

第 3 セッション 

5:00 陳麗（言語社会研究科） 

「「流」からみる劉吶鴎文学の一側面」 

5:40 永野佑子（言語社会研究科 M） 

「旧朝鮮総督府庁舎解体を通して見る総統府（旧台湾総督府）庁舎に対する台湾社会の認識」 

 

■2009 年 3 月 23 日，大阪大学中国文化フォーラム・論文公募の一環として「中国文化コロキアム」を

開催。  

【場所】大阪大学豊中キャンパス 待兼山会館（会議室） 

【時間】10:20～18:20 

【プログラム】（報告時間 20 分、討論 20 分） 

挨拶 
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10:20-11:00 

・石川朝子（大阪大学人間科学研究科博士後期課程） 

「日本華僑第三世代のエスニック・アイデンティティ形成要因：教育経験に着目して（仮）」 

 

11:00-11:40 

・金晶（大阪大学言語社会研究科博士後期課程） 

「初探《金屋月刊》中的現代派文学色彩」 

 

11:40-12:20 

・坂井田夕起子（大阪教育大学非常勤講師） 

「50 年代の中国「人民外交」と日中仏教者たちの交流」 

 

13:20-14:00 

・櫻田涼子（筑波大学人文社会科学研究科） 

「場所をつくる、「家」を生きる：マレーシア華人の低価格住宅団地の事例から」 

 

14:00-14:40 

・島田美和（大阪大学非常勤講師） 

「顧頡剛の「疆域」概念」 

 

14:40-15:20 

・根岸智代（大阪大学言語社会研究科博士後期課程） 

「第 6 回 IPR 大会（ヨセミテ会議）と中国代表団」 

 

15:30-16:10 

・前田輝人（大阪大学法学研究科博士後期課程） 

「上海日本人社会の「地域リーダー」たち（1936-1945）：金風社『上海在留邦人人名録』データを読み

解く」 

 

16:10-16:50 

・若松大祐（東京大学総合文化研究科博士課程） 

「自由民主主義陣営に民主化が必要か？：戒厳令下台湾における歴年の公式見解から」 

 

17:00-17:40 

・小都晶子（大阪大学非常勤講師） 

「「満洲国」の「土地改良事業」：「錦州省」盤山県を事例として（仮）」 
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17:40-18:20 

・思沁夫（大阪大学グローバルコラボレーションセンター特任助教） 

「四川地震後の復興過程に見る 2008 年の中国」 

 

レジュメ提出 

・田中剛（神戸大学研究員） 

「日中全面戦争初期の日英関係における「蒙疆要因」」 

 

レジュメ提出 

・黄蘊（北陸大学講師） 

「マレーシアにおける華人民間教派の現在：いくつかの展開方向」 

 

■2008 年 7 月 19 日，大阪大学との統合（2007 年 10 月）を契機として，新大阪大学の各研究科などで

現代中国研究を研究課題としディシプリンの異なる大学院生や若手研究者が議論しながら啓発する場と

して「中国文化コロキアム」を実施。 

【場所】大阪大学文学研究科第 1 会議室 

【時間】9:45～18:00 

【報告】 

趣旨説明 9:45～10:00 

・宮原曉（グローバルコラボレーションセンター） 

 

第 1 セッション 10:00～12:00 

司会：大坪慶之 

コメンテーター：河本美紀（陳，根岸），根岸（宮川，永野，青柳） 

・陳麗（Chen Li，言語社会研究科 D3） 

「劉吶鴎研究の現状について」 

・根岸智代（ねぎしともよ，言語社会研究科 D3） 

「1936 年 IPR ヨセミテ会議をめぐる『中日問題』言説の交錯」 

・宮川耕平（みやがわこうへい，文学研究科 M1） 

「戦間期の上海国際共同租界におけるセキュリティ」 

・永野佑子（ながのゆうこ，言語社会研究科 M2） 

「台湾総督府・総統府（仮）」 

・青柳伸子（あおやぎのぶこ，慶應義塾大学大学院法学研究科 D1） 

「延辺地方における抗日と革命：1931～1949 年」 

 

第 2 セッション 13:00～14:10 

司会：宮川耕平 

コメンテーター：陳麗 
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・滝本理博（たきもとまさひろ，言語文化研究科 M1） 

「沈従文の内面に於ける湘西について」 

・金晶（Jin Jing，言語文化研究科 D1） 

「民国期における谷崎潤一郎作品の出版状況（仮）」 

 

第 3 セッション 14:30～16:30 

司会：永野佑子 

コメンテーター：大坪慶之（島田），宮原曉（思），小都晶子（河本，長沼） 

・島田美和（しまだみわ，大阪大学非常勤講師） 

「1930 年代前半内モンゴル地域における中央と地方の関係」 

・思沁夫（Si Qinfu，グローバルコラボレーションセンター特任助教） 

「中国は変わるのか，変わらないのか：唐山大地震と紋川（四川）大地震の対応の比較から見えるもの」 

・河本美紀（かわもとみき，近畿大学非常勤講師） 

「香港における北京語映画の制作について」 

・長沼さやか（ながぬまさやか，国立民族学博物館外来研究員） 

「水上人と呼ばれる人々：広東珠江デルタの漢族エスニシティとその変容（仮）」 

 

第 4 セッション 16:40～17:50 

司会：青柳伸子 

コメンテーター：島田美和 

・大坪慶之（おおつぼよしゆき，文学研究科特任研究員） 

「垂簾聴政下の清朝中央における政策決定のあり方」 

・小都晶子（おづあきこ，大阪大学非常勤講師） 

「『満洲国』農業機関の研究活動とその実践」 

 

総括 17:50～18:00 

・田中仁（法学研究科） 


